
岸和田城天守閣耐震対策に係る観光活用及び資金調達検討連絡調整会議設置 

規程 

 

（設置） 

第１条 岸和田城天守閣の耐震対策に関する計画（以下「耐震対策計画」という。）を策定

するにあたり、岸和田城天守閣を観光資源として活用することを踏まえた耐震対策の方

策、当該耐震対策の実施に要すると見込まれる経費に充てるための資金の調達方法その

他の必要な事項について検討するため、岸和田城天守閣耐震対策に係る観光活用及び資

金調達検討連絡調整会議（以下「調整会議」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 調整会議は、次の各号に掲げる事項を所掌する。 

(1) 岸和田城天守閣の観光資源としての活用の方策及び耐震対策計画に係る相互の調整

に関すること。 

(2) 耐震対策の実施に要すると見込まれる経費の把握に関すること。 

(3) 前号の経費に充てるための資金の調達方法に関すること。 

(4) その他必要と認める事項に関すること。 

（組織） 

第３条 調整会議は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 会長は、観光課長をもって充てる。 

３ 委員は、次の各号に掲げる課の長が指名する者をもって充てる。 

(1) 総合政策部企画課 

(2) 総合政策部広報広聴課 

(3) 魅力創造部観光課 

(4) 建設部水とみどり課 

（会長） 

第４条 会長は、調整会議を総括する。 

２ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名する委員がその職務を代理する。 

（専門委員） 

第５条 調整会議に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くこ

とができる。 

２ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査審議が終了したときは、解嘱されるものと

する。 

（調整会議の会議） 

資料⑧ 



第６条 調整会議の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じて会長が招集し、会長が

その議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その説明又は意見

を聴くものとする。 

（事務局） 

第７条 調整会議の事務局は、魅力創造部観光課に置く。 

（その他） 

第８条 この庁達に定めるもののほか、調整会議の運営に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

附 則 

この庁達は、公表の日から施行する。 

 


